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第20回「CEATEC 2019」が、10月
15日から18日まで幕張メッセで開催さ
れた。実施協議会の発表によれば、出展者
は、787社・団体で、総登録来場者数は、
144,491人に達したという。特筆すべき
は、海外からの出展者が24カ国・地域か
ら250社・団体に増え、昨年の19カ国・
地域、206社・団体を大きく上回った。
「つながる社会、共創する未来」をテーマ
に掲げたし今回の会場では、SB Drive 社
の無人運転シャトルバス、ANAホールディ
ングスのアバター・ロボット、NECの「空
飛ぶクルマ」などがひと際目を引いたが、
本稿では、まず、昨年から広がりを見せて
いるVR（仮想現実）/AR（拡張現実）と
5Gについてレポートし、後半で衛星と8K
関連の出展に触れたいと思う。
VR/AR ビジネスに力を入れていたの
は、KDDI、タイコ・エレクトロニックス、
NTTグループ、フォーラムエイト、日立、
古野電気など数え切れないくらい多かった。
KDDIは、「AR 戦国シューテイング」

「XR Door」「音のVR」「ARミュージアム」

など多種多彩な試遊の場を用意して脚光を
浴びた。「AR戦国シューテイング」は、東
西に分かれて対戦するゲームという前提で
開発されており、大勢のシューターが得点
を競っていた。「XR Door」のデモは、タ
ブレットに現れるARドアーを通り抜け
ると、遠隔地の広々としたお花畑や砂漠の
360度VR空間が展開し好きな映像を選択
して楽しめる。ARとVRをシームレスに
繋いだ実空間の拡張体験を実現しているの
が特色である。
「 音 の VR」 ル ー ム で は、 中 国 の
「Insta360 Pro」VR カメラで撮影した
360 度映像と、アメリカの Zylia社の
「ZM-1」3D 360度マイクで収録した音
声を、ほぼ全周にわたる大画面と24台の
スピーカーで再生するという贅沢な環境が
整えられており没入感満点であった。凸版
印刷と共同開発した「ARミュージアム」

の試遊には、初めて見る中国のNreal社製
スマートグラスが使用されていた。まだ試
作段階とのことであったが、ヘッドセット
より装着が容易で軽量なのがメリットであ
る。
コネクティビティとセンサーソリューシ

ョン業界をリードするタイコ・エレクトロ
ニックスは、特設ステージで「rFlight」（空
飛ぶクルマ）によるVR飛行体験ツアーを
実施した。台湾の「HTC VIVE」ヘッドセ
ットを付け台車に腹ばいになり、ニューヨ
ークの上空を飛ぶという今回の会場で最も
大仕掛けなVRシステムで、体験希望者が
列をなしていた。一方では、ホロレンズを
使用して、スマートシティを探索するAR
体験の場も用意しており、シティの街並み
を一巡りした後、上を向いて指で雲をクリ
ックすると竜が飛び出してくのがハイライ
トであった。
NTTグループは、2種のARヘッドセッ
ト（アメリカのMagic Leap製と日本のサ
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ン電子製）を使う試遊デモを繰り広げてい
た。アプリケーションは、3Dゲームから
工場の作業員への遠隔支援まで広い範囲に
及んだ。
ドライビングシュミレータの開発で知ら

れるフォーラムエイトは、「VRプラットフ
ォームで実現するSociety 5.0」をキーワ
ードに掲げて、VRヘッドセットと360度
の回転を実現するローリングシミュレータ
ーによる超体験型デモを行って人気を得て
いた。ヘッドセットのメーカーは、中国の
PIMAXであった。
日立は、テレパシージャパンと共同開発

したという屋外使用が可能な高輝度・透過
型ARスマートグラスの試作品を披露し
た。ABSA（Advanced Beam Splitter 
Array）を搭載した導光板方式のディスプ
レイモジュールを採用しているのが特色だ。
古野電気は、船舶での活用を前提にした
ARナビゲーションシステムを売り込んで
いた。雨天時や夜間時に目視しにくい前方
の物標情報を実映像上に重畳表示できると
いうのがウリである。
今回5Gを大々的にPRしたのは、予想

通りNTT、KDDI、三菱電機、NECであっ
た。
NTTは、仮設の中継局でブースを5Gエ
リア化し、臨場感のあるいろいろなデモを
行った。その一つが、ラグビー・ワールド
カップ日本の試合映像のマルチ視聴である。
端末は、LG電子製の折り畳み式スマート
フォンで、スタジアムカム、レフリーカム、
ピッチカムなど好みの映像を選択して見る
ことができるのがメリットだ。
KDDIは、長野県小布施町と連携して実
施した5G実証試験のPRを行った。説明
員によれば、同町で9月14日、15日に
行われた「2019スラックラインワールド
カップ」の競技エリアを5G化して、4K
で撮影した映像を大型モニターや4Kテ
レビにリアルタイムで伝送したという。ブ
ースでは、スラックラインの激しい振動を
5Gで観客席に伝送して疑似体験をさせる
というオマケがついていた。
三菱電機は、体育館を同社の28GHz帯

アンテナ8台（16ビーム）で5G化して
実施した実証実験の模様を公開した。コン

強調していた。
NECは、メーンステージで同社が製作し
た「はやぶさ2」「あすなろ1」「あすなろ
2」の3機の衛星の活躍ぶりを映像で紹介
し、衛星メーカーとしての実力を誇示した。
8K関連の出展者は、シャープ、ソシオ
ネクスト、NTT、ソニーであった。
シャープは、120 インチ 120fps の

8Kディスプレイを使って、同社の8Kカ
メラで撮影した日本の四季の高精細映像を
見せていた。さらに、新製品という90イ
ンチのシースルー・ディスプレイを2台並
べて売り込みに余念がなかった。
ソシオネクストは、同社の8Kエンコー

ダ「e8」と同デコーダを使って8Kライブ
動画配信のデモを行った。再生には、4K
テレビ4台によるマルチ画面が使われてい
た。
ソニーは、ブースの正面に220インチ

のクリスタルLEDディスプレイを設置し
て8K映像のデモを行った。意外だったの
は、ブース内は、ソニー・オリンパスメデ
イカルソリューションズの医療関連の製品
で埋め尽くされていた。
NTTは、同社が独自に開発した映像合
成・伝送技術を駆使する「4K/8Kを超え
る超ワイド超臨場感映像」を披露した。コ
ンテンツは、複数台の4Kカメラで撮影し
たというウインドサーフィンの映像で、超
横長のシームレスディスプレイをフルに使
って上映していた。

テンツは、車椅子バスケットボールの試合
で、4Kカメラ3台で撮影し5Gネットワ
ークでライブ伝送・再生したものである。
NECは、5Gと「スマート街路灯」によ
る新たな社会インフラを提案していた。
通信衛星、測位衛星、観測衛星の分野の

代表的な出展者は、グローバルスタージャ
パン、三菱電機、NECであった。
グローバルスタージャパンは、米グロ－

バルスターが運用する低軌道周回衛星通信
システムを利用する資産追跡マネジメント、
スポットジェン3、漂流ブイ＆ドローグな
ど、同社が誇る通信端末や機器を出展した。
資産追跡インテリジェントマネジメント

を実現する「SmartOne C」端末では、移
動監視センサー、振動センサーなど12種
類の報告タイミングを設定できる。例えば、
「端末を設置した物件が設定した範囲外に移
動した場合、位置情報の変化を検出してア
ラートを所有者に送信する」という。スポ
ットジェン3は、グローバルなGPSメッ
センジャーサービスで、携帯電話の圏外エ
リアにいてもボタン一つで家族や友人に自
分の位置や状態を知らせることができるの
がメリットである。
参考出展という漂流ブイ＆ドローグは、

ゼニライト製ブイにスポット端末（超小型
GPS測位通信装置）を搭載して、パソコン
やスマートフォンにリアルタイムで位置情
報を表示するサービスである。実例として、
海面を漂流する大きなごみの追跡を挙げて
いた。
三菱電機は、準天頂衛星「みちびき」の

1/24モデルをブースに展示して、高精度
測位端末「アキュ
ロック（AQLOC）」
を売り込んでいた。
移動体のセンチメ
ーター級の高精度
測位をリアルタイ
ムで実現する上に
「トンネルや高架下
で衛星の信号が途
切れた場合でも、
独自アルゴリズム
により安定した自
律測位が可能」と


